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Ⅲ．十勝の主要畑土壌の窒素供給
１．主要土壌の特性18,20)
　　北海道には72にも区分される多様な土壌が分布し7)、十勝の土壌も34に区分されている5)。その中で、十勝中央部の畑作地帯の基盤となり、土壌窒素供給量のデータがある代表的土壌の特性を以下に紹介する。
　

１）沖積土壌　［芽室町美蔓／礫層出現1.3m以深を事例に］
河川の氾濫などで土砂が堆積してできた土壌である。低地土ともいわれる。十勝では、沖積土壌が、十勝山系からの十勝川、東大雪山系からの利別川、日高山系からの札内川に沿って、肥沃な畑地を形成している。
この土壌は塩基やりん酸等の無機成分に富み、微生物の有機物分解が早く有機物（腐植）は集積少なく、黄～褐色をしている。一方、この土壌には作物に吸収され易い窒素が多く含まれる。従って、含まれる粘土、砂、礫の割合やその出現する深さで異なるが、生産力が大変高い。肥料が十分に使えない時代には一等地といわれた。
２）火山灰土壌
　火山から噴出された灰が飛散してできた土壌である。十勝では恵庭岳からの火山灰が下層に存在し、その上に十勝岳、樽前岳、雌阿寒岳からの火山灰が表層を形成している。塩基やりん酸等の無機成分に乏しく、酸性で生物に害作用を持つアルミニウム活性が高まり易い。従って微生物の分解が遅く、有機物（腐植）が集積して、淡黒色～黒色をしている。黒ぼく土といわれる。
　(1)乾性火山灰土　［芽室町新生／礫層出現90cm前後を事例に］
　　　下層の水はけの良い火山灰土壌で、有機物の分解が比較的早いので有機物（腐植）含量が少なく、淡色黒ボク土ともいわれる。また、表層土での有機物集積が少なく、浅く、大型トラクターで深耕され続けてきた。今では下層の黄赤色の土壌が混ざって、乾燥時には赤い土壌にみえる。作物に吸収され易い窒素も少なく、肥料を十分に使えない時代には、最も瘠せた不良土壌の典型とされた。古い土壌調査の資料には“地味瘠薄”と記されている場合もある。
　(2)湿性火山灰土壌　［芽室町報国／粘土層出現50cm前後を事例に］
　　　下層に水はけの悪い粘土層が存在し、有機物の分解が遅いので有機物（腐植）含量が多い。また、表層土の有機物集積層多く、深く、湿潤時には真っ黒い土壌にみえる。作物に吸収され易い窒素も多く、湿害を受け易いが、暗渠排水の施工も進んできており、日照りに不作なしの土壌である。
　　塩基やりん酸等の無機成分は乾性火山灰土壌より多く含むので、窒素供給能を生かした、施肥コスト低減や、排水に留意した栽培管理を目指すのが得策な土壌である。
5)北海道開発局農業水産部農業計画課(1988)：帯広地域の土壌・農牧地および農牧適地

7) 北海道農業試験場(1985)：北海道の土壌

18)西宗　昭（1982）：十勝に分布する肥沃度の異なった土壌におけるテンサイの生育解析、北農試研報、133、31-61
20)西宗　昭（1984）：十勝地方における畑作物の生産に対する土壌窒素の評価, 北農試研報、140、33-91


























































　　＜教養アップ情報＞　





＜乾性火山灰土壌の、“地味瘠薄”といわれた昔のメリット＞


①土壌が軽く、ホーの刃の磨耗も少なく（研ぐ回数も少ない）、草も小さく少ないので、デメンの除草賃金が沖積土壌より安かったそうである。


②作物の茎葉が少なく、茎も細いので鎌の磨耗も少ない。収穫物も少なく、除草の場合と同様に、デメンの収穫作業賃金は沖積土壌より安かったそうである。


デメン：農家の仕事・手伝をする人（語源：出面(でづら)を数えるの『出面』、英語の日雇いの『Ｄａｙ　Ｍｅｎ』のなまり、との説あり。


このあたりの仕事振りは、久保　栄の「火山灰地（\6,090/新宿書房）」のご一読をお勧めする。





＜乾性火山灰土壌の、排水性がよく、窒素供給能が低いことの今風評価＞


①農作業の機械化が高度に進んだ今、水はけが良く、降雨直後にもトラクター作業が可能なことから、湿性火山灰土壌の農家から「一等地」いわれることもある。


②施肥で収量を高めることができること、施肥制御で高品質農産物を収穫できることからも一等地といわれることがある。


③ナガイモなどの高収益野菜の栽培も可能であり、痩せた土壌が今では収益増につながっていることからも一等地といわれる。


④土壌もメタボでなく、腹八分目で、いろいろの条件の制御のし易さが一番のようである。


⑤ばれいしょや大根などの栽培では、くぼみに土がつまっても黒く見えないので評価が高い。


　（関西のご婦人は、湿性火山灰土壌で生産したばれいしょは、細粒の黒い土の粒子が指紋や爪に入り込むので嫌われる28）。）








